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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】洗浄性及びつや出し性能に優れ、更には、重ね塗りした場合にも曇りが生じにく
く、耐水性の高い樹脂膜を形成する、という４つの性質を併せ持つ、床用つや出し洗浄剤
組成物を提供する。
【解決手段】（ａ）アクリル系樹脂、（ｂ）平均エチレンオキサイド付加モル数が０超５
．５未満のポリオキシエチレンアルキルエーテル、（ｃ）平均エチレンオキサイド付加モ
ル数が５．５以上１５以下のポリオキシエチレンアルキルエーテルを含有し、（ｂ）＋（
ｃ）＝０．０１～２重量％、（ｂ）／（ｃ）＝０．５～１０（重量比）である、床用つや
出し洗浄剤組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）アクリル系樹脂、（ｂ）平均エチレンオキサイド付加モル数が０超５．５未満のポ
リオキシエチレンアルキルエーテル（ｃ）平均エチレンオキサイド付加モル数が５．５以
上１５以下のポリオキシエチレンアルキルエーテルを含有し、（ｂ）＋（ｃ）＝０．０１
～２重量％、（ｂ）／（ｃ）＝０．５～１０（重量比）である、床用つや出し洗浄剤組成
物。
【請求項２】
２５℃におけるｐＨが６．０～８．０である、請求項１記載の床用つや出し洗浄剤組成物
。
【請求項３】
更に、（ｄ）水溶性溶剤を含有する、請求項１又は２記載の床用つや出し洗浄剤組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、床用つや出し洗浄剤組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　家屋のフローリング床及び合成樹脂系の床材に対する保護つや出し剤に関しては、スチ
レン・アクリル共重合体ラテックス等をベースとした樹脂ポリマーが用いられている。特
許文献１にはレベリング剤としてポリアルコキシル化された線状脂肪族アルコールを用い
たつや出し剤が開示されている。特許文献２においても、ポリエトキシ化脂肪族第２級ア
ルコールの添加すると塗り伸ばし性及びレベリング性が向上すると記載されている。また
床用つや出剤に洗浄力を付与し、一度の拭きそうじで汚れを落とし、つや出しも行うこと
ができる床用つや出し洗浄剤として特許文献３～５などがある。特許文献３によると、揮
発性のアミノアルコールを用いることで、においがよく洗浄性と使用感に優れたつや出し
洗浄剤を得ることができる。また特許文献４によると、ポリエチレンワックス、ポリプロ
ピレンワックス及びアルカノールアミンを用いることで、洗浄性、つや及び耐傷性を併せ
持つつや出し洗浄剤を得ることができる。一方、特許文献５によれば、アルカノールアミ
ンのようなアルカリ剤を用いなくても洗浄性とつや、及び滑りにくさを併せ持つつや出し
洗浄剤が得られるとしている。
【特許文献１】特開昭５９－２０６４７６号
【特許文献２】特開平６－３３０１６号
【特許文献３】特開平６－１０８０１１号
【特許文献４】特開２００１－８９７１３号
【特許文献５】特開平９－１８８８５３号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　つや出し洗浄剤においては、洗浄性とつや出し性能は重要であるが、それに加えて、重
ね塗りする場合にもきれいなつやが得られること、さらに、つや出し剤を塗布した床の耐
水性、すなわち水をこぼしてその上に摩擦力がかかるような場面があってもムラや曇りを
生じない、といった性能を併せ持つことも要求される。特許文献３、特許文献４に示され
ているようなつや出し洗浄剤は、アルカリ成分を含有するために、ポリマー樹脂膜を膨潤
させて膜表面を薄く溶解させることも期待できるため高い洗浄性を示すが、その一方で、
生乾きのうちに重ね塗りをすると、乾燥不十分な膜が重ね塗られたつや出し洗浄液によっ
て部分的に溶解し、重ね塗りで期待される高いつやが出るどころか、反対に曇りが生じる
ことがある。これを回避するためにアルカリ剤を低減させると、今度は汚れに対する洗浄
性も低下してしまう。これを補うために界面活性剤を添加あるいは増量することが考えら
れるが、単純に界面活性剤を増やすだけでは、洗浄性と得られた樹脂膜の耐水性の両立は
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困難であった。すなわち、特許文献５で用いられているようなエチレンオキサイド付加モ
ル数が１０以上といった比較的付加モル数の多いエチレンオキサイド型非イオン界面活性
剤を用いると、洗浄性は向上するが耐水性が低下し、逆に、特許文献１や特許文献２で用
いられているような、エチレンオキサイド付加モル数が３程度といった比較的付加モル数
の少ないエチレンオキサイド型非イオン界面活性剤を用いると、膜の耐水性はよいが、洗
浄性の不足が目立ってしまう。
【０００４】
　従って本発明の目的は、洗浄性及びつや出し性能に優れ、更には、重ね塗りした場合に
も曇りが生じにくく、耐水性の高い樹脂膜を形成する、という４つの性質を併せ持つ、床
用つや出し洗浄剤組成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、（ａ）アクリル系樹脂〔以下、（ａ）成分という〕、（ｂ）平均エチレンオ
キサイド付加モル数が０超５．５未満のポリオキシエチレンアルキルエーテル〔以下、（
ｂ）成分という〕、（ｃ）平均エチレンオキサイド付加モル数が５．５以上１５以下のポ
リオキシエチレンアルキルエーテル〔以下、（ｃ）成分という〕を含有し、（ｂ）＋（ｃ
）＝０．０１～２重量％、（ｂ）／（ｃ）＝０．５～１０（重量比）である、床用つや出
し洗浄剤組成物に関する。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、洗浄性及びつや出し性能に優れ、更には、重ね塗りした場合にも曇り
が生じにくく、耐水性の高い樹脂膜を形成する、という４つの性質を併せ持つ、床用つや
出し洗浄剤組成物が提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
＜（ａ）成分＞
　本発明の（ａ）成分であるアクリル系樹脂としては、アクリロニトリル、メタクリロニ
トリル、メタクリル酸メチル、メタクリル酸エチル、メタクリル酸ブチル、メタクリル酸
２エチルヘキシル、アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、アクリル
酸２エチルヘキシル、メタクリル酸、アクリルアミド、ジメチルアクリルアミド及びアク
リル酸から選ばれるアクリル系モノマーから生成されるホモポリマー又はコポリマーや、
前記アクリル系モノマーとその他モノマーとして、スチレン、ビニルトルエン、イタコン
酸、クロトン酸、フマル酸、マレイン酸のモノマー群から選ばれるモノマーとのコポリマ
ーから選ばれる一種以上の水不溶性の樹脂等が例示され、より好ましくは（ｉ）スチレン
と（ii）メタクリレート、アクリレート、メタクリル酸およびアクリル酸から選ばれる一
種以上とのコポリマーが例示される。これらアクリル系樹脂は乳化重合により合成するこ
とができる。また、アクリル系樹脂は、アクリル系樹脂が水中に分散したアクリル系樹脂
エマルジョンを使用することができる。アクリル系樹脂は、充分な光沢を得る為に、床用
つや出し洗浄剤組成物に、好ましくは２～２５重量％、より好ましくは３～８重量％含有
される。なお、床用つや出し洗浄剤組成物の調製時には、乳化重合後のエマルジョンの形
態で配合することが好ましく、配合量はエマルジョン中の有効量（Active）に基づいて決
めることができる。
【０００８】
＜（ｂ）成分＞
　（ｂ）成分は、平均エチレンオキサイド（以下、ＥＯという）付加モル数が０超５．５
未満のポリオキシエチレンアルキルエーテルであり、アルキル基の炭素数は好ましくは８
～２２、より好ましくは１０～１８である。アルキル基は直鎖でも分岐鎖でもよいが、ア
ルキル基は飽和炭化水素が好ましい。ＥＯ付加のタイプとしては、１級に限らず２級又は
高級であっても構わない。光沢を得るために平均ＥＯ付加モル数として、好ましくは０．
５～５、より好ましくは０．５～３．５である。（ｂ）成分としては、ポリオキシエチレ
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ン２－エチルヘキシルエーテル（平均ＥＯ付加モル数１～５）、ポリオキシエチレンラウ
リルエーテル（１級又は２級、平均ＥＯ付加モル数１～５）が好ましい。
【０００９】
＜（ｃ）成分＞
　（ｃ）成分は、平均ＥＯ付加モル数が５．５以上１５以下のポリオキシエチレンアルキ
ルエーテルであり、アルキル基の炭素数は好ましくは８～２２、より好ましくは１０～１
８である。アルキル基は直鎖でも分岐鎖でもよいが、アルキル基は飽和炭化水素が好まし
い。ＥＯ付加のタイプとしては、１級に限らず２級又は高級であっても構わない。洗浄力
を得るために平均ＥＯ付加モル数として、好ましくは６～１５、より好ましくは６～１２
である。（ｃ）成分としては、ポリオキシエチレン２－エチルヘキシルエーテル（平均Ｅ
Ｏ付加モル数６～１２）、ポリオキシエチレンラウリルエーテル（１級又は２級、平均Ｅ
Ｏ付加モル数６～１２）が好ましい。なお、（ｂ）成分と（ｃ）成分との平均ＥＯ付加モ
ル数の差は０．５以上であることが好ましい。
【００１０】
　（ｂ）成分と（ｃ）成分の合計含有量が少なすぎると十分な洗浄力及び光沢が得られず
、多すぎると耐水性に劣る。そのため、本発明の床用つや出し洗浄剤組成物は、洗浄力、
光沢及び耐水性のバランスの観点から、（ｂ）成分と（ｃ）成分の合計含有量が（ｂ）＋
（ｃ）＝０．０１～２重量％であり、好ましくは０．２～１．５重量％、更に好ましくは
０．２５～１．２５重量％である。また、同じく洗浄力、光沢及び耐水性のバランスの観
点から、（ｂ）成分と（ｃ）成分の重量比は、（ｂ）／（ｃ）＝０．５～１０であり、好
ましくは０．８～８、更に好ましくは１～５である。
【００１１】
　この比率を満たした上で、本発明の床用つや出し洗浄剤組成物における（ｂ）成分の含
有量は、０．１～１．５重量％、更に０．２～１．０重量％の範囲から選択されることが
好ましく、また、（ｃ）成分の含有量は、０．０５～１．０重量％、更に０．１～０．７
重量％の範囲から選択されることが好ましい。
【００１２】
　本発明によれば（ｂ）成分を含有することで、洗浄力のみならず光沢も向上する。この
メカニズムについては定かではないが、平均ＥＯ付加モル数の比較的小さい非イオン界面
活性剤である（ｂ）成分が、従来多用されていたトリブトキシエチルフォスフェートのよ
うな可塑剤として樹脂膜中に残留し、造膜性向上、レベリング性向上等に働き、結果的に
光沢の増加に関与しているものと推定される。平均ＥＯ付加モル数の比較的大きい非イオ
ン界面活性剤である（ｃ）成分は洗浄力向上には効果的ではあるが、過剰に用いると膜の
耐水性低下につながる。本発明は平均ＥＯ付加モル数の異なる非イオン界面活性剤を組み
合わせて用いることで、従来は得られなかった洗浄力、光沢、耐水性、及び重ね塗りをし
た場合にも曇りが生じにくいといったバランスのとれた床用つや出し洗浄剤組成物が得ら
れたものと考えられる。
【００１３】
＜床用つや出し洗浄剤組成物＞
　本発明の床用つや出し洗浄剤組成物は、造膜性向上、光沢向上、洗浄力向上の観点から
、更に、（ｄ）水溶性溶剤を含有することが好ましい。（ｄ）成分としては、エチルカル
ビトール、ブチルカルビトール、モノエタノールアミン、モノプロパノールアミン、エタ
ノール、プロパノール、等が挙げられ、なかでも、エチルカルビトール、モノエタノール
アミン、エタノールが好ましい。（ｄ）成分としてこれらの中から選ばれる１種以上の水
溶性溶剤を、組成物中に合計として、０．５～１０重量％、更に２～８重量％含有するこ
とが好ましい。なお、モノエタノールアミン、モノプロパノールアミンといったアルカノ
ールアミン類は、洗浄力及び光沢の向上に大きな効果を示すが、過剰に含有させると、重
ね塗りをした場合に曇りを生じる場合がある。これは過剰なアルカノールアミン類によっ
て床用つや出し洗浄剤組成物全体のｐＨが上がり、膜を構成する樹脂がアルカリ性に弱い
場合に、下地の樹脂膜を過度に荒らしてしまうためであると考えられる。これを防ぐため
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に、アルカノールアミン類の含有量は、組成物中、好ましくは０．５重量％以下、さらに
好ましくは０．３重量％以下である。
【００１４】
　上記と同様に、膜を構成する樹脂がアルカリ性に弱い場合には、耐水性を得る観点及び
重ね塗りをしても曇りを生じにくいという観点から、本発明の床用つや出し洗浄剤組成物
は、２５℃におけるｐＨが６．０～１１．０、更に６．０～９．０、より更に６．０～８
．０であることが好ましい。
【００１５】
　本発明の床用つや出し洗浄剤組成物には、耐水性を損なわない範囲で、成分（ｂ）及び
成分（ｃ）以外の非イオン性界面活性剤などの界面活性剤を配合してもよい。また、その
他配合できる成分として、酸化ポリエチレンワックス、酸化ポリプロピレンワックス、シ
リコーンオイル、変性シリコーン、防腐剤、香料等が挙げられる。
【００１６】
　本発明の床用つや出し洗浄剤組成物は、上記（ａ）～（ｃ）成分、更に必要に応じて配
合される（ｄ）成分やその他の成分と、水とを含有する。水の含有量は、組成物中６０～
９８重量％、更に８０～９５重量％が好ましい。
【００１７】
　本発明の床用つや出し洗浄剤組成物は、定法に従い、上記（ａ）～（ｃ）成分、更に必
要に応じて配合される（ｄ）成分やその他の成分と、水とを、混合することにより製造す
ることができ、その使用法としては、スクイズボトル、トリガー式スプレー等により床に
直接適用する、あるいはこれらの手段で床に適用した後、雑巾、モップ等の手段で床に塗
り拡げる、雑巾、モップ、シート等の手段に担持させて床に適用する、等の方法が挙げら
れる。
【００１８】
　本発明の床用つや出し洗浄剤組成物を用いた床の処理では、該組成物を重ね塗りする場
合にもきれいなつやが得られる。すなわち、該組成物を複数回床に適用する場合に、適用
間隔が短くて十分に組成物が乾燥していない状態（生乾きの状態）で更に組成物が適用さ
れるような場合でも、重ね塗りによるより高いつや出し効果が発揮される。よって、本発
明により、本発明の床用つや出し洗浄剤組成物、好ましくは２５℃におけるｐＨが６．０
～８．０である組成物を、床に複数回適用する、床のつや出し処理方法が提供される。
【００１９】
　また、本発明により、（ａ’）アクリル系樹脂エマルジョン、（ｂ）平均ＥＯ付加モル
数が０超５．５未満のポリオキシエチレンアルキルエーテル（ｃ）平均ＥＯモル数が５．
５以上１５以下のポリオキシエチレンアルキルエーテルを含む成分を混合する工程を有す
る、床用つや出し洗浄剤組成物の製造方法であって、（ｂ）と（ｃ）を（ｂ）＋（ｃ）＝
０．０１～２重量％（全原料中の比率）且つ（ｂ）／（ｃ）＝０．５～１０（重量比）で
用いる製造方法が提供される。
【実施例】
【００２０】
　以下の実施例で用いた配合成分を示す。
＜配合成分＞
・アクリル樹脂エマルジョンａ－１：「ＮＴ－２６２４」（有効分３８重量％）ローム＆
ハース社製のポリアクリル系樹脂エマルジョン
・ノニオンｂ－１：「ソフタノール３０」（株）日本触媒製ポリオキシエチレンラウリル
エーテル（２級、平均ＥＯ付加モル数３）
・ノニオンｂ－２：「ソフタノール５０」（株）日本触媒製ポリオキシエチレンラウリル
エーテル（２級、平均ＥＯ付加モル数５）
・ノニオンｂ－３：「２エチルヘキシルグリコール」日本乳化剤（株）製エチレングリコ
ールモノ２－エチルヘキシルエーテル（１級、平均ＥＯ付加モル数１）
・ノニオンｃ－１：「エマルゲン１０８」花王（株）製ポリオキシエチレンラウリルエー
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・ノニオンｃ－２：「ソフタノール７０」（株）日本触媒製ポリオキシエチレンラウリル
エーテル（２級、平均ＥＯ付加モル数７）
・ノニオンｃ－３：「ソフタノール１２０」（株）日本触媒製ポリオキシエチレンラウリ
ルエーテル（２級、平均ＥＯ付加モル数１２）
・ノニオンｃ’－１：「エマルゲン１４７」花王（株）製ポリオキシエチレンラウリルエ
ーテル（１級、平均ＥＯ付加モル数１９）
【００２１】
　表１の床用つや出し洗浄剤組成物を調製し、下記の評価方法により洗浄力、光沢増分、
耐水性、及び重ね塗り耐性を調べた。結果を表１に示す。
＜評価方法＞
（１）洗浄力
　市販のバターをクロロホルムで１０％に希釈した液に、ＳＵＳ３０４試験片（ＪＩＳ　
Ｇ４３０５）を浸漬後、試験片表面が液面に対して垂直になるように過剰な液を落としな
がらゆっくりと引き上げる。これを乾燥させて薄く均一なバター膜を形成し、モデル汚れ
プレートとする。モデル汚れプレートに床用つや出し洗浄剤組成物を滴下し、１０秒後に
ミスト状にイオン交換水を噴霧し、機械力を与えないように注意しながら床用つや出し洗
浄剤組成物を洗い流す。操作後、床用つや出し洗浄剤組成物を滴下した部分の面積に対す
るバターが除去された面積の比（％）を求め、その値をもって洗浄力の指標とした。
【００２２】
（２）光沢増分
　光沢増分は、スガ試験機株式会社製デジタル変角光沢計ＵＧＶ－５Ｄ型を用い、入射角
と反射角をともに６０°に設定して、松下電工製フローリングＫＥＣ１２ＵＥに対して、
塗布前と、床用つや出し洗浄剤組成物の塗布と乾燥を３回繰り返した後の光沢の差を求め
ることによって得た。光沢増分が大きいほど、ワックス効果に優れることを意味する。
【００２３】
（３）耐水性
　２５℃／相対湿度４０％の環境下で、松下電工製フローリングＫＥＣ１２ＵＥに床用つ
や出し洗浄剤組成物を塗布し、所定時間乾燥後に、イオン交換水を０．１ｍＬ滴下して５
分後に折りたたんだティッシュで強く拭き取る操作を行う。イオン交換水の拭き取り跡が
残らなくなるまでの最低乾燥時間（時間）を耐水性の指標とした。値が小さいほど耐水性
に優れることを意味しており、具体的には該床用つや出し洗浄剤組成物を塗布した後、乾
燥時間を長時間とらなくても、床にこぼしてしまった水を拭き取るといった日常生活での
使用に耐えることを意味している。
【００２４】
（４）重ね塗り耐性
　２５℃／相対湿度４０％の環境下で、松下電工製フローリングＫＥＣ１２ＵＥに床用つ
や出し洗浄剤組成物を塗布し、塗布終了後１分間隔で最大１０分後まで、同じ部分に床用
つや出し洗浄剤組成物を再度塗布する。前述の光沢測定を行い、再度塗布による光沢の低
下が起こらない最低乾燥時間（分）を重ね塗り耐性の指標とした。値が小さいほど重ね塗
り耐性に優れることを意味しており、具体的には該床用つや出し洗浄剤組成物を塗布した
後、重ね塗りをする場合にも、乾燥時間を長時間とらなくても、最初に塗布した下地の表
面を荒らさず、曇りを生じるなどの悪影響を及ぼしにくいことを意味している。重ね塗り
をする場面としては、一度該床用つや出し洗浄剤組成物を塗布した後さらに高い光沢を求
める場合、あるいは、塗り残し部分を発見して追加で該床用つや出し洗浄剤組成物を使用
したい場合にやむを得ず重ね塗り部分が生じてしまう場合、などが考えられる。これらの
重ね塗りの必要な場面は決して例外的なものではなく、床用つや出し洗浄剤組成物が兼ね
備えるべき重要な特性と考えられる。
【００２５】
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【表１】

【００２６】
（注）表中の重量％は有効分の濃度を示す（以下同様）。
【００２７】
　表１より、（ｂ）＋（ｃ）、（ｂ）／（ｃ）が、それぞれ特定範囲にある場合に洗浄力
、高光沢、耐水性、及び重ね塗り耐性という４つの性質を併せもつことがわかる。特許文
献２の実施例にあるように、界面活性剤として（ｂ）成分のみ含有する比較例１では実施
例１と比較して十分な洗浄力が得られないことがわかる。比較例２のように異なる（ｂ）
成分を組み合わせても大きな改善は見られない。反対に比較例３のように界面活性剤とし
て（ｂ）成分を用いず異なる（ｃ）成分を組み合わせた場合は、光沢の不足が見られる。
特許文献５の実施例にあるように、界面活性剤として平均ＥＯ付加モル数の大きな非イオ
ン界面活性剤を用いる比較例４では、洗浄力と光沢の両立はおろか、耐水性の低下も招く
こととなる。（ｂ）／（ｃ）の比率が大きすぎる比較例５については、特定比率を保って
いる実施例３に比べて、洗浄力の不足が見られる。
【００２８】
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【表２】

【００２９】
　表２は一律にモノエタノールアミンを０．１重量％含有する弱アルカリの系について評
価をまとめた。表１の実施例１～４（中性系）と表２の実施例５～８との比較から、耐水
性及び重ね塗り耐性については実施例１～４の中性系でより良好であり、洗浄力及び光沢
については実施例５～８の弱アルカリ系でより良好であることがわかる。
【００３０】
　また、（ｂ）成分と（ｃ）成分を特定比率で併用している実施例５に対して、（ｃ）成
分のみ含有し（ｂ）成分を含有しない比較例６は光沢及び耐水性で劣ることがわかる。（
ｃ）成分の含有量を２倍にした比較例７についても、同じく光沢及び耐水性の不足が見ら
れる。（ｂ）／（ｃ）の比率が大きすぎる比較例８については、特定比率を保っている実
施例６に比べて、洗浄力の不足が見られる。比較例９のように（ｂ）／（ｃ）の比率が本
発明の範囲であっても、（ｂ）＋（ｃ）の総量が過多の場合は耐水性の低下が見られる。
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